
なぜいま地域デザイン史なのか

　この半世紀、デザイン活動は日本の各地に根づいてそれぞれ独自の展開を

はじめた。しかし、これまで発刊された日本デザイン史にその動きを見出す

ことは難しい。

　手にできるいわゆる日本デザイン史は、中央の動きを中心にした、また中央

の視点で語られ伝えられてきたものがほとんどであった。……研究分野には

地域の事柄を深く追求したものも少なくないが、研究の宿命でともするとそ

れぞれのテーマにしぼられがちで地域の大きな流れや全体像はつかみにくい。

　日本各地のデザイン史は、その地域が編纂しない限り存在しない。……迫

り来る難局に地域デザインはこれからどう対峙したらいいのか。……地域自

ら考え道を切り拓く時代である。歴史は、その際の知恵の宝庫なのである。

　……多くの貴重な資料の散逸も予想される。語られ記されているものや記

憶にあるものを含めて、ひとつの箱に収めておきたい。

　地域デザイン史編纂が、デザイン学研究の一カテゴリーとして定着し、地

域社会の指針の役割を果たすことを期待してそれを芸術工学会の学会活動の

ひとつに位置付けた。まず一歩を踏み出したのが本書である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（「なぜいま地域デザイン史なのか」より抜粋）
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